
 
 2019.11. No.295. 

   

〒263-0043  
千葉市稲毛区小仲台 6－19－19 My ビル Tel.(043)287-2624  Fax.(043)287-2610 
ホームページ http://mariyaclinic.com/   メール info@mariyaclin ic.com 

  

 
 

先
月
の
３
女
の
記
事
は
好
評
で
し
た
。
健
康
器
具
の
上
場
会
社
に
就
職
し
、
商
品
開

発
か
ら
営
業
企
画
、
そ
し
て
テ
レ
ビ
番
組
に
も
出
演
し
て
商
品
を
紹
介
す
る
娘
に
は
驚

い
て
い
ま
し
た
が
、
将
来
を
嘱
望
さ
れ
て
い
る
の
に
退
社
し
て
世
界
旅
行
を
始
め
た
こ

と
は
も
っ
と
驚
き
で
し
た
。 

 
既
に
２
年
半
も
世
界
旅
行
を
続
け
て
い
る
と
人
に
言
う
と
、
親
が
援
助
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
、
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
泊

ま
り
、
そ
こ
で
知
り
合
っ
た
友
達
の
自
国
の
家
に
泊
ま
り
、
ア
パ
ー
ト
を
借
り
、
食
材

を
買
っ
て
料
理
し
、
嘘
み
た
い
に
安
い
航
空
券
を
使
っ
て
２
０
キ
ロ
弱
の
バ
ッ
ク
パ
ッ

ク
で
旅
を
し
て
い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
で
出
会
っ
た
時
に
は
２
枚
き
り
の
ス
パ
ッ
ツ
が
ほ

こ
ろ
び
た
の
で
繕
っ
て
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
破
け
て
諦
め
て
い
ま
し
た
。 

 

ア
ジ
ア
で
は
食
あ
た
り
、
東
欧
で
は
自
動
車
事
故
や
犬
に
咬
ま
れ
、
最
近
は
階
段
か

ら
落
ち
て
４
針
縫
い
、
ま
た
お
伝
え
し
た
よ
う
に
小
麦
ア
レ
ル
ギ
ー
に
な
っ
た
ら
、
そ

の
対
策
に
食
事
と
食
材
の
研
究
を
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。
次
女
も
別

の
世
界
旅
行
を
続
け
て
い
る
の
で
す
が
、
対
照
的
に
事
故
も
病
気
も
な
く
、
１
１
月
に

は
帰
っ
て
き
て
、
人
手
不
足
の
折
、
し
ば
ら
く
受
付
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
内

容
は
本
人
に
聞
い
て
く
だ
さ
い
。 

 

な
ぜ
海
外
を
旅
行
す
る
の
か
と
言
え
ば
、
異
な
っ
た
文
化
、
社
会
、
歴
史
、
習
慣
を

知
る
こ
と
が
、
自
ら
の
人
生
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
か
ら
で
す
。
印
象
的
な
こ
と
は
、

男
性
の
女
性
へ
の
優
し
さ
と
労
り
で
す
。
例
え
ば
、
日
本
男
性
の
女
性
へ
の
接
し
方
は

外
国
で
は
ひ
ん
し
ゅ
く
も
の
で
す
。
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
し
な
い
日
本
人
は
、
怖
が
ら

れ
嫌
が
ら
れ
ま
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
大
き
な
声
は
、
マ
ナ
ー
と
教
養
の
無
さ
を
示
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
も
し
、
私
が
海
外
で
の
経
験
が
な
か
っ
た
ら
、
夫
婦
仲
は
不
健
全
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
違
い
を
知
る
こ
と
は
幸
せ
と
交
流
の
基
本
で
す
。 

 

ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
で
日
本
の
も
て
な
し
が
大
好
評
で
す
。
人
を
喜
ば
す
の
に
は
、
そ
れ

だ
け
の
準
備
と
配
慮
が
必
要
で
す
。
こ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
日
本
の
変
化

を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
を
家
族
に
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
日
本

は
も
っ
と
楽
し
く
明
る
い
国
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
高
齢
の
方
々
に
お
勧

め
し
ま
す
。
妻
の
機
嫌
が
悪
か
っ
た
ら
、
好
物
を
買
っ
て
き
て
家
事
を
黙
っ
て
や
り
、

ひ
た
す
ら
愚
痴
を
聞
い
て
、
さ
ら
に
優
し
く
接
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
簡
単
に
改
善
し

な
く
て
も
、
決
し
て
怒
ら
ず
、
ご
機
嫌
を
取
る
こ
と
で
す
。
男
性
方
の
老
後
の
幸
せ
は
、

妻
に
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
ご
婦
人
方
、
ど
う
ぞ
、
男
た
ち
の
過
去
の
我
儘
を
赦
し
、
優

し
く
育
て
て
く
だ
さ
い
。
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

事
務
長 

柏
崎
久
雄 

            

＊ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
が
１
０
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
流
行
し
て
い

る
時
に
予
防
接
種
の
希
望
が
多
い
為
に
今
年
か
ら
接
種
時
期
に
よ
っ
て
料
金

を
変
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
土
曜
に
接
種
希
望
が
多
い
為
に
、
土
曜

の
料
金
も
高
く
し
ま
し
た
。
案
内
を
ご
確
認
の
上
、
早
め
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

＊ 

１
０
月
、
１
１
月
の
土
曜
日
に
は
乳
児
検
診
・
特
定
健
診
は
行
い
ま
せ
ん
。
平

日
な
い
し
１
２
月
以
降
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

＊ 

昭
和
３
７
年
４
月
２
日
～
昭
和
５
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
は
、
市
町
村

か
ら
発
行
の
ク
ー
ポ
ン
券
で
風
疹
抗
体
検
査
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
ク
ー

ポ
ン
券
を
ご
持
参
の
上
、
受
付
時
間
内
に
ご
来
院
下
さ
い
。 

＊ 

病
児
保
育
の
ご
利
用
に
は
施
設
ご
と
の
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。
書
類
を
事
前

記
入
の
上
、
お
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
ご
来
所
下
さ
い
。
事
前
登
録
の
対
応

は
、
平
日
８
時
半
～
１
１
時
・
１
５
時
～
１
６
時
（
土
曜
日
は
事
前
に
要
連

絡
）
で
す
。
書
類
は
、
ノ
ア
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
か
、
当
院

１
階
受
付
で
配
布
し
て
い
ま
す
。 

＊ 

栄
養
指
導
を
前
日
ま
で
に
ご
連
絡
が
な
く
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
場
合
、
２
０
０
０

円
の
（
税
別
）
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
掛
か
り
ま
す
。
ま
た
、
予
約
枠
と
予
約
時
間
が

一
部
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

＊ 

㈱
ヨ
ー
ゼ
フ
が
販
売
す
る
サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
軽
減
税
率
対
象
の
為
、
８
％
の
ま

ま
で
す
。
１
０
月
か
ら
送
料
無
料
の
基
準
が
税
込
計
算
か
ら
税
抜
計
算
額
に
変

わ
り
ま
す
。 

 

 

感染症で受診される方へ 

発熱やくしゃみ・咳症状のある
方、水ぼうそう等伝染性疾患の方
は、入口、待合室・診察室、 会計
の流れが異なります。また、トイレ
後のハンドソープによる手洗いに
ご協力ください。 

★ ★ 入口  

 正面入口横の中央通路のイン  

ターホンを押して下さい。  

★ 待合室・診察室 

 ２階の、第二待合室です。  

★ 会計 

 疾患によっては、廊下会計とな 

る場合があります。 

聖書を読む会 
11 月 19 日(火)13 時 40 分～２時   

当院待合室にて行います。 

ヨーゼフのキャンペーン 
（11月 8日（金）午前まで） 

ヘム鉄、亜鉛、セレノア、イソ

フラボン。11月はオリーブ葉

葉。 
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≪ 発達障害治療の実際 ≫   

  

 先月号の娘の記事をご覧になったでしょうか。「疲れがとれにくい、理由の分からない頭痛や腹

痛、頭に霧がかかったような感覚」のような症状が、グルテンフリーなどを通してすっかり回復

したそうです。症状を聞いて、遅延性アレルギーがあるかなと検査したら、その通りでした。 

 慢性疲労、精神症状ばかりでなく、発達障害にも原因があり、その原因を調べることが医療の

基本ですが、日本では対症療法が殆どで、その症状の軽減に効果がある薬剤を処方します。テレ

ビや雑誌に宣伝される、薬をサプリメントに代えただけの効能探しではなく、適切な検査をして

症状の原因を探るということが栄養医学の基本です。そういう自己管理意識を皆さんもぜひ保持

してください。 

 今回の回復レポートは、発達障害と診断されて治療不可と言われた子を持つ親が、どうにかし

て回復を試みる中で辿り着いた成果です。息子さんは、単なる回復というよりも、非常に優秀で

配慮のある小学生として成長しています。ご両親は、その後、発達障害治療の重要性と必要性を

自覚して専門クリニックを開業し、奥様は発達障害のお子さんたちを中心にしたデイサービスを

始め、食事指導の重要性を伝えています。 

〔発達障害治療回復レポート〕 

（発達障害に気が付くまで） 

私は、９歳の長男と６歳の次男の 2人の男の子をもつ医師です。長男の Tは、２歳の時に、広

汎性発達障害(当時の病名で、現在では自閉スペクトラム症：ASDに変わっています。)疑いと診

断されました。 

Tは生まれた時から敏感な子供で、ベビーベッドに寝かせようとすると泣いてしまいます。そ

のため出産間もない妻が常に長男を抱っこしていなければならないほどでした。退院しても、泣

くのは変わらず常に誰かが長男を抱っこしていました。また人見知りや場所見知りも激しく、外

出すればいつも何かで泣いている子供でした。家の外での泣き方があまりにひどいため、周りの

人が見に来たりするほどでした。 

そのほか、睡眠障害があり、夜になると自分や妻が毎晩のように Tをおんぶして家の居間や寝

室を何往復もして寝かしつけていました。やっと寝付いたと思っても、すぐまた目を覚まして泣

いたり、暗い寝室の中をぐるぐる歩き回っていたりすることがよくありました。長男が深い眠り

につくのは、深夜に及ぶことが毎晩のようでした。 

 最初のうちは、子供は泣くのが仕事だから仕方がないのかなと夫婦で考えていましたが、一歳

を過ぎるころあたりから、Tの自傷行為が出てきました。何か気に入らないことがあると、そっ

くり返り後頭部を床にぶつけ、意味もなくテーブルに頭をぶつけるようになりました。また、出

ていた言葉も２歳を超えるころには、消えて行きました。 

言葉やコミュニケーションの発達に遅れがある上に、非常に敏感な子供であったので、私たち

夫婦も Tに何らかの障害があるのではないかと考え、発達専門の小児科医師に Tを診せたとこ

ろ、広汎性発達障害疑いと診断され、療育施設での療育を勧められました。薄々ですが、長男に

は何らかの発達障害があると感じていましたが、診断を受けた時はさすがに改めてショックを受

けました。その頃は、Tと自分達家族の将来のことを考え暗い気分で毎日を過ごしていたことを

覚えています。 

 

（発達障害の症状に苦闘） 

そして、2013年 5月に、近くの療育施設での療育を開始しています。ちなみにその当時の Tは

寝ない（睡眠障害）、言葉が出ない（言語発達遅滞）、視線を合わせない（コミュニケーション障

害）、人見知り・場所見知りが激しい、人の手をとって食事をする（クレーン現象）、机に頭をぶ

つける（自傷行為）等など発達障害に見られる色々な症状が見られていました。 



今もそうですが、ASDなどの発達障害を根本的に治療する薬はなく、療育を行うことで社会生

活を送れるように訓練をして行くということが発達障害への基本的な対応策と言われています。

しかし、自分は何か別の方法もあるはずだと考え、2013年 6月に米国のフロリダで行われたアメ

リカ先端医療学会へ長男の治療のヒントを探しに行きました。その学会では、栄養療法を使用し

た ASDや ADHDなどの発達障害の治療法が紹介されていました。早速、この治療法を Tに試そ

うと考え、学会のスタッフにこの治療法を学びたいと伝えたところ、日本でこの治療を行なって

いる医師がいることを教えてもらえました。その医師が、マリヤ・クリニックの柏崎良子先生で

した。たいへん不思議なご縁ですが、柏崎先生のお嬢様も医師であり、彼女が研修医時代に自分

がご指導させていただいたことがありました。早速、元研修医であった彼女に連絡をとり、ご母

堂である柏崎先生の外来に Tを受診させることにしました。この時長男は２歳８ヶ月でした。 

 

（マリヤ・クリニックでの治療） 

柏崎先生の外来では、詳細なカウンセリングの後に血液検査による栄養解析、遅延型食物アレル

ギー検査、即時型アレルギー検査や、甲状腺等のホルモン検査、尿中有機酸検査、尿ペプチド検

査、毛髪ミネラル検査等を行なって、Tの発達障害を引き起こしている生化学的原因を調べていた

だきました。検査の結果は、血液検査からは、軽度の貧血やフェリチン欠乏、そのほかビタミン B

群不足、亜鉛不足、銅の過剰蓄積、LDL不足等がわかり、遅延型食物アレルギー検査からは、小麦

グルテンの遅延型食物アレルギーが認められ、尿中有機酸検査からは、腸内環境悪化、エネルギー

代謝機能低下、脳内の神経伝達物質のアンバランス、ビタミン Cなどの栄養不足がわかり、尿ペプ

チド検査からは、乳タンパクのカゼインが不十分に分解されたカソモルフィンというペプチドが腸

から血液中へ流入する乳のリーキーガット症候群となっていることが指摘されました、また毛髪ミ

ネラル検査からは有害重金属であるカドミウムの中等度の蓄積が認められました。 

これらの生化学的問題点に対して、柏崎先生のご指導のもと小麦と乳製品を除去したグルテン

フリーカゼインフリー食：GFCF食と血糖値を安定させるための午前 10時と午後 3時の補食（お

やつ）を摂取する食事療法と、必要な栄養素を補充するためにサプリメントを用いた栄養療法、

腸内環境改善のために除菌サプリメントや酪酸菌などのプロバイティクスなどを使った腸内環境

整備などの発達障害への治療が開始しました。 

通っている療育施設へは、小麦や乳製品を除去した給食をお願いしたり、10時に持参させた捕

食を長男に食べさせるようにお願いをしたりしました。幸い長男が通っていた療育施設は、これ

らの要望にも快く対応していただていました。 

治療開始時期は、食事から乳製品や小麦製品を除去するのに苦労しました。小麦や乳製品が食

べられないとなると外食するお店を探すのも一苦労です。ですから、一時は常にカバンの中にア

ンパンマンカレーを持っており、ご飯を注文してアンパンマンカレーをかけて食べていたりしま

した。最近は、低アレルゲン食を用意しているファミレスが増えてきているので、小麦や乳製品

を除去した食事がある場所を見つけるのも簡単になったと思います。しかし、日々の食事で、乳

製品や小麦製品を除去した食事を用意するのは、大きな労力を使います。妻が Tへの GFCF食を

毎日作りつづけてくれました。妻の日々の努力には本当に感謝しております。 

また、現在は、自分でサプリメントのカプセルを簡単に飲める Tですが、治療開始時はサプリ

メントを飲ませるのに大変苦労しました。朝夕のサプリメントの摂取が Tとの戦いの時であった

と言っても過言ではありませんでした。味覚にも過敏があったためか、粉末のサプリメントをジ

ュースなどに溶かして飲ませるのですが、そのジュースを飲むのを嫌がっていました。色々と試

行錯誤した結果、オランジーナなどの炭酸飲料にサプリメントを溶いたものなら Tは飲めるとい

うことが分かりました。炭酸の刺激がサプリメントの味をごまかしてくれたようです。ある程

度、サプリメントが飲めるようになってくると、徐々に Tの症状は落ち着いてきました。 

 

（症状の改善） 

生化学的治療が開始されて約 2年がたち Tが４歳になった頃には、療育施設に通い始めていた

時にあった症状は、ほぼ消えていました。さらに長男の成長を促すために４歳から、保育園の年



中組から通うことにしました。まだまだ不安な点が多かったのですが、長男の成長を促すために

生化学的治療は継続して行いながら保育園での生活が始まりました。保育園の給食も小麦や乳製

品を除去した食事にしていただき日常の食事も GFCF食は継続していました。それと同時に検査

結果に合わせてサプリメント等を調節した栄養療法も継続しています。保育園生活は、愛情深い

理解のある先生方のおかげでとても充実した毎日を過ごせました。その結果、保育園生活の２年

間で、Tは急激に成長を遂げて、友人との言葉でのやりとりや、集団行動も問題なくこなせるよ

うになりました。 

その後、Tは近所の公立小学校の普通級に通うことになりました。今では、本と生き物が大好

きな小学 3年生となっています。親の目から見てもまだまだ発達に関しては、不安なところがあ

り栄養療法をはじめとした生化学的治療と個別の学習や療育は継続していますが、あの２歳の段

階のことを考えると本当に長男は信じられないほど大きく成長しました、長男の成長の礎を築き

私たち家族の危機を救っていただいた柏崎先生をはじめマリヤ・クリニックのスタッフの皆様方

には本当に感謝しております。 

 

（自らも親として医師として発達障害の治療を始める） 

 長男の問題から自分達夫婦は、同じような発達障害のお子さんを持つご家庭が非常に多いこと

と、質の高い療育を施す施設がとても少ないという問題に気づきました。この問題に対処するた

めに、私たち夫婦は、2018年の 7月に東京の品川で栄養療法を取り入れた児童発達支援・放課後

等デイサービス“キッズプレイスたかなわだい”を立ち上げて、日々発達障害のお子さんへの栄

養療法に基づいた捕食（おやつ）の提供やライフキネティック等による運動療育や、レゴエデュ

ケーション等による創造性やプレゼンテーション能力の向上や個別学習を通してお子さんの才能

の発揮や社会的自立能力の向上に努めております。また、それと同時に発達障害への栄養療法を

はじめとする生化学的治療の普及と、発達障害のお子さん達への医療的支援を行うために、同施

設にアイデス・クリニック（IDSS Clinic）を同年 12月より開設し、発達障害のお子さんへの診

療を行なっております。この治療法が早急に広まり、多くのお子さんの状態が改善されることを切に

願っております。 

 

⚫ マリヤ・クリニックよりのお願い 

 発達障害の治療に関して、患者さんが乳幼児から成人までと年齢差が大きく、またご本人から直接

その症状や治療上の苦労を聞くことが難しく、またご家族も治療に関して私どもに詳しく説明する時

間や余裕もないことが、私どもの治療には大きい問題となっております。発達障害の治療自体も、食

物アレルギー・酵素欠損・有害ミネラル・代謝サイクルの異常その他多くの原因を追究確認してから

始めるという困難さもあります。基本的には、多様な理由で低栄養や貧血が見られるので、その改善

から始め、体力が付いたところで、本格的な治療に進むことが多いのですが、その段階で良くなった

として治療を止めてしまう方もおります。或は他の原因かもしれません。 

私どもとしては、治療の困難さや分かりにくさ、そして対処法や改善方法など、皆さんに教えてい

ただきたく、またこれから治療しようとする方々の示唆になっていただきたく、『発達障害治療体験集

（仮）』を出版したく願っております。寄稿をお願いしております。どうぞご協力ください。 

 

 

≪ 診 療 時 間 ≫（2月から下線部変更） 

⚫  月曜～金曜（午前 8時 30分～11時 30分、午後 2時～5時 10分） 

⚫  土曜    （午前 8時 30分～11時 30分、午後 2時～4時半） 

休診日  木曜、日曜、祝日、年末年始  

・各種健康保険取扱機関 ・生活保護指定機関 ・介護保険取扱機関 

・特定疾患取扱機関  ・結核予防法指定機関 ・自立支援医療機関 

・身体障害者認定医 ・各種健康診断 ・小中台小学校校医       （携帯サイトへ） 

・栄養医学(分子整合医学)                       


